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編 集 後 記
　平成23年3月11日午後2時46分、突然激し
い眩
めまい

暈に襲われたかに思いましたが、東日本大震
災による揺れでした。私は直ちに入院患者、施設
利用者および職員の安全確保の指示を出し情報収
集にあたりましたが、幸い人的、物的被害はなく
通常の業務に戻ることができました。
　東海地区ではこの程度で済んだ地震でしたが、
震源に近い東北地域には甚大な被害をもたらした
のは周知の事実であります。そこで、この3年を
振り返る意味を含めて、いま一度被害状況を確認
しておく必要があるかと思われます。
　死者は15,884名、行方不明者は未だに2,640名
にのぼります。さらに福島原発事故の影響により
15万人以上が帰宅を果たせていません。復興と
なると国からは数十兆円単位の予算が費やされて
いますが、進んでいるとは決していえない状況で
す。公共事業的な交通インフラの整備や建造物の
建築が先行し、被災された方々の生活が 蔑

ないがし

ろ
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にされているように思えてなりません。
　大震災による老健施設への被害状況は全壊3施
設、半壊2施設、一部損壊148施設、人的被害は
利用者死亡130名、職員死亡4名、利用者行方不
明1名、職員行方不明19名です。福島原発の避
難区域には5か所の施設がありました（平成23
年4月集計）が、現在もなお一部の施設は運営が
再開されていないとうかがっております。
　震災から3年が経過し、課題もみえてきました。
自然災害を避けることは不可能であり、「減災」
の周知徹底が必要ではないでしょうか。そこで、
いまできることの再確認が必要です。各施設での
防災対策、近隣施設との連携、地域との情報共有
等身近なことでも始められることは多岐にわたる
でしょう。JCATもこの延長線上にあると思い
ます。
　震災の教訓を次の世代に伝えていくことが我々
の役割であると感じております。� （岡田 温）
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